
第52回全国大会（埼玉）分科会一覧
分科会番号・名 主な内容 （ ）内は共同研究者 会場

◇乳幼児期の実践

１ 障害の早期発見と 母子・地域保健、健診、親子教室、通園事業・通園施設の条件整備、児童福 月越小
地域療育システム 祉法、子ども・子育て新システムなど （井原哲人、藤林清仁）

２ 専門施設における 実践のすすめ方、クラス・集団づくり、あそび、保護者支援、保育所、 月越小
保育・療育 幼稚園との連携、子ども・子育て新システムなど （西原睦子）

３ 保育所・幼稚園における 発達の見方、クラス編成・集団編成、あそび、就学までにつけたい力、
保育・療育 保育条件整備、保護者との連携、子ども・子育て新システムなど 月越小

（荒井聡、黒川久美）

４ 発達のおくれ
発達のおくれのある子どもの保育、集団編成、あそびなど 月越小

（荒木美知子）

５ 自閉症・自閉的傾向
自閉的傾向をもつ子どもの保育、問題行動のとらえ方、コミュニケー 月越小
ション、集団指導と個別指導など （小渕隆司、塚田直也）

６ 多動な子・集団参加が困難な子
多動な子ども、LD、ADHD、高機能自閉症児などの理解、クラスと集団 川越第一小
あそび、個別の指導、育児相談など （別府悦子）

７ 肢体不自由・重症児
訓練のあり方、生活づくり、あそび、専門施設と保育園、家族援助、 川越第一小
摂食指導、職種間の連携、医療的ケアなど （中村尚子）

◇学齢期の実践

就学指導・就学相談・体験入学。過大校・学級問題と教育条件整備。

８ 就学・修学・教育条件整備
障害児学校・学級、通級指導教室等の新増設・充実の課題など。 川越第一小
福祉や医療機関との連携、相談機能、就学相談、センター的機能とコ
ーディネーターの役割など （佐竹葉子）

全校での支援体制づくり、校内委員会の設置と運営、コーディネータ
９ 小・中・高校など ー、スクールソーシャルワーカー、巡回相談等の活用など

における教育 通常学級・通級指導、授業づくりのあり方、授業内外での援助のあり 川越第一小
方、集団づくりと集団保障。子どもの見方、発達検査やその他の検査
の活用、指導計画、評価など （窪島務、宮本郷子）

10 障害児学級の実践 教育課程と授業づくり、集団編成、校内支援、通常学級や通級指導と 川越第一小

の連携など （森敦子）

11 障害児学校の実践
教育課程編成、授業計画と実践、集団編成、複数担任、教材、学習指 川越第一小
導要領など （山中冴子）
教育内容、教育課程、労働教育、キャリア教育、新タイプの高等特別

12 後期中等教育 支援学校・高校内分校、高校の教育、高等部の実践、職業教育と進路 川越第一小
指導、アフターケアなど （妹尾豊広）

13 寄宿舎教育・生活教育 寄宿舎の役割、生活づくり、生きる力を育てる実践、職員体制、統廃 川越第一小
合問題など （能勢ゆかり）

14 放課後保障と地域での生活
放課後や長期休暇中の生活実態、学童保育所の入所、障害児学童、放 月越小
課後等デイ、サマースクールなど （黒田学、佐々木将芳、村岡真治）

15 教科指導と授業づくり
国語とことばの発達、算数・数学、理科・社会・生活・総合的学習な 川越第一小

ど。教材・教具の工夫、学習集団など （北川祐子、品川文雄）
16 交流、共同教育、 学び合い、育ち合う交流・共同教育。障害・障害者問題の理解を育て 川越第一小

障害理解学習 る学習。障害者自身の自分理解学習など （池田江美子、大島悦子）

◇青年期、成人期の実践

17 18歳以降の教育
卒後の実態・移行支援、進学、専修学校の実践、専攻科の設置や実践、
自立訓練事業などを活用した学びの場づくりと実践など 高階小

（河南勝、小畑耕作、船橋秀彦、丸山啓史）

18 青年学級、余暇、文化活動
社会教育の実践、生涯学習、制度保障。音楽活動、演劇・ミュージカ
ル、人形劇。余暇活動や自主的な活動の交流など 高階小

（國本真吾、高橋正教、南寿樹）

19 就労施設等での支援 事業所や施設づくり、資金づくりと運営、作業・労働内容、集団づく 高階小
り、地域連携、制度改善など （田中きよむ、久澤貢）
重度知的障害、「強度行動障害」、重症心身障害のある人たちへの支援、

20 障害の重い人の日中活動 コミュニケーション、医療的ケア、労働、生きがいづくりの場と活動、 高階小
制度改善、重い知的障害のある高齢者への支援（高松智画、山田宗寛）

21 企業等での就労支援 就労生活の実態や悩み、安定就労への援助、就労への移行支援、援助 川越第一小
付就労、ハローワークとの連携、制度改善など（伊藤修毅、萩原政行）

22 暮らし場での支援 グループホームや生活施設づくり、運営方法、日課、生活空間、集団 ウエスタ
づくり、職員集団、制度改善など （大畠宗宏、田村和宏） 川越
自立への願い、所得保障、ヘルパー、住宅、デイサービス、ボランテ

23 地域での生活と支援
ィア、地域、ケアマネ、制度改善など ウエスタ
権利侵害、仕事や生活の問題、恋愛、結婚と家庭生活、子育て、近所づ 川越
きあいなど （小森淳子、鷲見俊雄、松本誠司）

24 壮年期、高齢期、中途障害
障害の受容、生活と労働、仕事の開拓、家族との連携。高齢と障害。 ウエスタ
作業所づくり、介護保険、後期高齢者医療、制度改善など（高橋孝雄） 川越

◇ライフステージを貫く実践と課題

25 重症心身障害１ 笑顔の獲得な ６か月頃までの発達課題をもつ人の教育、生活リズムの確立、健 高階小
どを課題とする人たちの生活と発達 康、姿勢、摂食指導、自立活動、訪問教育など （三木裕和）
26 重症心身障害２ 人やものに向 10か月頃までの発達課題をもつ人の教育、要求表現、喃語、模倣、指さ

かう力などを課題とする人たちの し、コミュニケーション手段、教材工夫など 高階小
生活と発達 （荒木穂積、猪狩恵美子、坂野幸江）

27 聴覚障害のある人たちの 言語獲得とコミュニケーション手段、適正就学、通級による指導、 高階小
生活と発達 ９・10歳の発達の節、後期中等教育と進路指導など （森原都）

ライフステージを見通した支援体制、施設と学校間連携、療育・ 高階小28 知的障害のある人たちの
教育課程・授業づくり、教材工夫、学校や施設運営、生活指導、生活と発達
遊び、自治活動・集団づくり、労働教育、就労支援等（高橋実、土岐邦彦）

29 肢体障害のある人たちの 障害の重度化と実践、医療的ケア、学級のあり方、進路指導、自

生活と発達
立活動。乳幼児期から青年、成人期を見通した教育や医療、福祉 高階小
のあり方、二次障害や医療、リハビリテーションの課題など

（原田文孝）
30 病弱などの人たちの 生きる力を育てる、院内学級実践、幼児期から後期中等教育まで 高階小

生活と発達 のあり方、ターミナルケア、医療との連携など（栗山宣夫、田中敏雄）

31 自閉症の人たちの
ライフステージを見通した実践の検討、家族支援、医療との連携

生活と発達
障害特性、「問題行動」のとらえ方、コミュニケーションの力を育 高階小
てる、集団指導と個別指導、ことばや要求を育てる実践など

（赤木和重、狗巻修司、別府哲）

32 LD、ADHD、高機能自閉症
子どもの実態と障害、障害特性、教育実践、適正就学、早期発見

等の人たちの生活と発達
から教育、進路までの条件整備、学校・学級づくり、放課後・休 高階小
日活動など （高橋智、二通諭）

33 精神障害のある人たちの 自立支援医療と障害者運動、地域生活と支援、仕事と生活、作業 ウエスタ

生活と権利 所の役割など （増田一世、峰島厚、山本耕平） 川越

34 障害のある人の性と生
性的にも健康に人間らしく生きる権利、自慰、恋愛、年齢や障害
に応じた教育や支援の実践交流、性教育攻撃の動向 川越第一小

（木全和巳、日暮かおる）
権利条約とパラレルレポート、「我が事・丸ごと」、「基本合意」実 ウエスタ

35 障害者運動 現、総合支援法見直し、介護保険、参政権、成年後見、権利擁護、 川越
無年金障害者、後期高齢者医療等（家平悟、塩見洋介、濱畑芳和）

36 まちづくりとバリアフリー
交通機関の充実、まち点検活動、差別解消法、まちづくり条例、 ウエスタ
バリアフリー法、防災とまちづくり、住宅と環境など （市橋博） 川越

37 親、きょうだい、家族 親やきょうだいの悩み、ファミリーサポートのあり方、健康など ウエスタ

（戸田竜也） 川越

◇特別分科会

特別１ 発達保障をめざす相談活動
発達保障をめざす相談活動の実践やシステム、情勢と課題を学び ウエスタ
あいます （池添素） 川越

特別2 入所施設やグループホーム 埼玉県では入所施設待機者が1500人を超しています。暮らしの場 ウエスタ川越
などの暮らしの場を考える をめぐる状況ととりくみを交流しましょう 内南公民館

（赤松英知、白沢仁、細野浩一）

特別3 表現活動交流
絵画や陶芸などの活動にとりくむところが増えました。埼玉の仲 ウエスタ
間たちがどんな思いで表現活動にとりくんでいるか交流します 川越

（松本哲）

特別4 なかまの分科会 くらしやしごと、いきがいやこれからの夢などを話しあいます
ウエスタ
川越

◆学習講座 会場＝ふじみ野市勤労福祉センター（最寄駅は「上福岡」駅）

講師 午前 白石恵理子
午後① 河合隆平
午後② 竪十萌子


